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第1 総合計画の策定に向けて 

１ はじめに 

 

◆平成 23 年の地方自治法の改正により、基本構想の策定義務が削除され、「つくらなければならないも

の」ではなくなりました。 

しかし、基本構想の策定義務が削除されたとしても、“まち”の将来を展望し、目指すべき目標（ゴール）

に向かって、市民と行政がともに考え、ともに行動していくことは、今後においても必要不可欠です。 

そのため、ここに第 6 次基本構想を策定し、基本構想実現のため、第 1 期基本計画を策定いたします。 

 

◆これまでも富士見市では、恵まれた自然環境と先人が培ってきた歴史、文化を礎に、社会情勢の変化

に合わせ、“まちづくり”の指針である総合計画に基づき、福祉や教育、都市基盤整備などの“まちづくり”を

多様な市民活動とともに進めてきました。 

 

◆今後の“まちづくり”においては、人口減少・少子高齢化やさらなる技術革新により、時代の変化は、ますま

す大きくなることが想定されることから、これまでの延長線上にはない新たな取り組みが必要となります。 

 

◆今回の新たな総合計画では、“まちづくり”を持続的・効果的に進めるため、目指すべき目標（ゴール）

を明確にし、共有していくことで、これまで以上に市民と行政が一体となり、市民の方の創造性や社会経

験に基づく主体的な意見を反映しながら総力を挙げて取り組むこととしています。 

 

図1-1 【総合計画の全体像】 
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2 総合計画の概要と策定のポイント 

図1-2 【総合計画の構成】 

 

 

 (1) 基本構想 

  ①基本構想とは 

  ・20 年後における、理想の”未来“を定めたもの 

  ・計画期間 20 年 （10 年目に検証） 

  ②策定のポイント 

ア 市（市民・行政）全体の共通理念 

市（市民・行政）が求める理想の”未来“を、”まち“全体の共通理念として位置付け、策定しました。 

イ 自由な発想 

20 年後をイメージすることで、次世代へのバトンタッチを意識し、現状の制約に縛られず自由な発想

で未来を描き、策定しました。 

ウ 白紙の状態からスタート 

総合計画に係る市民ワークショップなどを通じ、前提条件のない白紙の状態からスタートし、策定しまし

た。 

 

(2) 基本計画 

  ①基本計画とは 

・基本構想の実現に向け、取り組む施策を定めた行政経営の指針となるもの 

・計画期間 5 年 
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  ② 策定のポイント 

ア 効果的な運用 

基本計画の成果が把握できるように数値目標や成果指標（KPI*）を設定し、効果的な運用が

できるよう策定しました。 

イ 持続可能性の確保や地方創生の実現 

人口減少・少子高齢化などの課題も踏まえ、“まち”の持続可能性の確保や地方創生を実現するため、

まち・ひと・しごと創生法に基づく「富士見市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を一体化し、策定しました。 

ウ 高い実行力と効率的な行政経営の実現 

高い実行力と効率的な行政経営を実現するため、市の行財政改革の指針となる「富士見市行財政

改革大綱」を基本計画に包括させ、策定しました。 

 

(3) 実施計画 

① 実施計画とは 

・基本計画の実現のため、社会情勢や財政状況を考慮し、施策の具体的な実施方法を定めたもの 

・計画期間 3 年 （毎年見直し） 

②策定のポイント 

ア ねらいの明確化 

基本計画の目標を着実に達成するため、目的・手段・成果の関係性を整理し、事業のねらいを明確

にし、策定します。 

イ モレなく・ダブりなく  

行政活動のモレ・ダブりを排除するとともに、役割を明確にすることで、部局等を跨いだ施策における連携

が強化できるよう、策定します。 

ウ 実行力のある行政経営の実現 

予算や行政評価と連動させることにより、実行力のある行政経営が実現できるよう、策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

※KPI（Key Performance Indicator）…施策の進捗状況を検証するために設定する指標  
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第2 基本構想 
 

１ 理想の“未来”  

充実した日々 
(1)理想の”未来“の位置づけ 

20 年後の理想の”未来“として、誰もが充実した日々を迎えることができるよう、市民と行政がともに

目指す、“まち”全体の大きな共通理念として設定しました。 

【なぜ 20 年計画なのか？】 

今後は、人口減少など、これまでの右肩上がりの社会とは異なる未来が待ち受けていると考えられます。 

そのような中でも、大きな夢や高い理想など、求める”未来“は普遍的なものと言えます。私たちの子や孫

などの次世代の人々が、求める”未来“を迎えることができるように、次世代へのつなぎを意識し、20 年の

計画としました。 

 

(2) 充実した日々 とは 

楽しい、幸せ、居心地が良い… 価値観が多様化している現在において、充実の定義は様々ですが、

私たちは、あらゆる人々がその人らしく、充実した日々を送れることを目指します。 

【充実した日々のイメージ】 

〇一人ひとりが夢や希望を持ち、楽しく・ワクワクする日々が送れるとともに、日常の慌ただしさから

解放されるなど、心おだやかに暮らせる日々 

〇他者を支え、他者に支えられる。そうした周囲とのつながりなどから、幸せを感じることができる笑顔

にあふれた日々 

〇人と人とのつながりを包み込む生活環境が、都会的で便利であるとともに、のんびりとした穏やかな

ものとなることによる、居心地のよい日々 

〇未来に向かって“まち”が発展し続け、より充実した生活を送ることができる、活気と潤いに満ちた

日々 
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２ 理想の“未来”について 

理想の“未来”の構成要素として、「暮らし・つながり・生活環境」の３つの視点に着目しました。個人として

の「暮らし」、人と人が創る「つながり」、それらを取り巻く「生活環境」、この３つの視点が階層となり、未来

の“まち”を型どるものと捉えています。  また、これらを「成長の継続」が力強く押し上げて行くことで、さらなる

充実を図り、理想の“未来”に近づいていくことを目指しています。 

 

図2-1【理想の“未来”の構成要素】 
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(1) 理想の”未来“の構成要素 

○実りある暮らし 

◇心身ともに健康であることは、誰しもが願うことです。その願いが叶う暮らしができる“まち”を

目指します。 

◇自分自身の成長を感じ取ることができ、いきいきと喜びにあふれた暮らしができる“まち”を

目指します。 

◇他者へのやさしさを持ち、他者から必要とされる存在になるなど、生きがいのある暮らしができる

“まち”を目指します。 

○充たされたつながり 

◇人と人とのつながりの基礎である家族や身近な仲間とのつながりにより、安心と安らぎに

包まれ、過ごすことができる“まち”を目指します。 

◇世代、国籍、地域などに係わらず、多様な関係性が生まれ、必要な時に、必要なコミュニケーション

が取れるように、周りの人を思いやり、助け合えるつながりのある“まち”を目指します。 

◇新たな仲間を優しく迎えることができ、多様性を受け入れる風土のある“まち”を目指します。 

○恵まれた生活環境 

◇安心・安全は、恵まれた生活環境の基礎です。防災、防犯はもちろん、 

暮らしの安心・安全が確保された“まち”を目指します。 

◇緑豊かな自然と都市としての利便性を財産とし、調和とバランスの取れた

住みやすいまちとして、他では叶わない、「富士見市ならではの生活」が実感できる“まち”を目指します。 

◇私たちの生活環境が充実することにより、誰にとっても住みやすく・住みたい・住み続けたい“まち”

となることを目指します。 

 

(2) さらなる充実のために 

○成長の継続 

◇まちの経済が潤い、その潤いがさらなる成長を生み出していく活力のある 

“まちづくり” により、さらなる充実を目指します。 

◇まちへの愛着や誇りを増やすとともに、市外の方から羨望されるほどに、まちの魅力を向上させる

“まちづくり”により、さらなる充実を目指します。 

◇これまでの歴史を継承し、地の利や新たに加わる力も活かすことで、持続力のある“まちづくり”

により、さらなる充実を目指します。 
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(3) 理想の“未来”への合言葉 

理想の“未来”への合言葉は、“まち”のキャッチコピー(仮)です。子どもから大人まで皆に浸透し、定着

することで、富士見市の目指す共通理念をわかりやすく伝えられることを目指しています。… 

 

 

 

【総合計画等検討委員会での案】  

①ほっとするね！富士見                     ②都会田舎（とかいなか）富士見市 

③おかえりなさい 富士見市へ                ④安らぎと潤いのあるまち 富士見 

⑤ひとが輝き まちが煌めき 未来へつなぐ 富士見市  ⑥しっとり潤いのまち 富士見市 

⑦loving living growing Fujimi               ⑧緑 光 風のまち 富士見 

⑨超便利都市 富士見市                                     ⑩my sweet home 富士見市 

⑪ひとと人の繋がり、ほっとする富士見            ⑫キラリと光る富士見 

⑬一度住んだらやめられないまち 富士見          ⑭ふわっと ハッピー 富士見 

【総合計画審議会での案】  

⑮輝く未来が広がるまち                    ⑯あいさつと笑顔があふれる理想のまち 

⑰ふるさと 児漫（じまん・自慢）の 未来（みらい）の まち 

⑱あなたの住みたいまちがある 富士見市          ⑲都市田舎宣言！ 富士見市 

⑳未来へバトンをつなぐまち 富士見市 
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